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表 1-1 分析項目一覧 
分析方法 分析項目 
表面観察 供試体表面を写真や光学顕微鏡で観察 
EPMA 分析 供試体表面組成の確認，並びに供試体断面の確認 
XRD 分析 供試体内部組成の確認 
ラマン分析 供試体表面の結晶構造を確認 
カソード還元 金属硫化物の特定及び生成厚さを確認 



































図 1-1 試験装置概要 
3. 分析結果・試験結果概要 
3.1 低圧環境下流動試験における金メッキによる耐サルファアタック効果 
 本研究で実施した分析結果より，金メッキは低圧流動環境下試験において耐サルファアタック
効果を有することが判明した．ただし，本分析結果では金メッキを施した場合も供試体の一部で
金属硫化物の生成も確認された． 
 
3.2 準静的環境下試験結果 
 本研究において実施した準静的環境試験ではCH3SH反応率はH2S反応率と比較して大きい値
を示した．そのため，本試験結果ではCH3SHはH2
F 
Sと比較して金属へ吸着しやすい傾向を有する
ことが判明した． 
